
  

本日、林市長が、菅 内閣官房長官へ 

提案・要望を行いました 
 

本日（10 月 27 日）、林 文子 横浜市長が、「国の制度及び予算に関する提案・要望」について、

菅 義偉 内閣官房長官に対して、提案・要望を行いましたので、お知らせします。 

 

１ 日時・提案先・内容 

日時 提案・要望先 主な内容 

10 月 27日(木) 

15 時 00分～ 

15 時 15分 

内閣官房 

菅 義偉  

内閣官房長官 

・旧上瀬谷通信施設における国際園芸博覧会の開催検討への支

援・協力 

・幹線道路整備等の推進 

・横浜港の国際競争力強化及び山下ふ頭の再開発等 

※本市の要望と合わせて、九都県市を代表して、九都県市首脳

会議「地方分権改革の実現に向けた要求」を提言しました。 

 
 

２ 提案・要望の様子  ※写真データを希望される場合は、裏面のお問合せ先までご連絡ください。 
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３ 要望行動を終えた林市長のコメント 

 
 
 
 

お問合せ先 

政策局大都市制度推進課地方分権担当課長  柴 政紀  Tel 045-671-2109 

横浜市からの提案をうけ、菅 内閣官房長官から 
 

「要望の内容はよく分かった。国としても、しっかりと取り組んでいきたい。」 

というコメントをいただきました。 

 

今回の要望は、旧上瀬谷通信施設の跡地利用促進策としての国際園芸博覧会の開催

検討への支援や、幹線道路整備のための所要額の確保、横浜港の国際競争力強化など、

いずれも大変重要なものです。 

横浜市としては、今後も国と協調して、市民生活の充実と横浜の発展のため、しっ

かりと施策を推進していきます。 


